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張
博
樹
氏
に
つ
い
て
　
ま
ず
、
本
書
の
著
者
・
張
博
樹
氏
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
張
氏
は
一
九
五
五
年
に
北
京
で
生
ま
れ
、
一
一
歳
の
時
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
の
洗
礼
を
受
け
て
「
紅
小
兵
」
と
な
り
、
二
〇
歳
の
時
に
国
営
工
場
の
労
働
者
に
な
っ
た
。
七
七
年
に
全
国
大
学
統
一
試
験
が
復
活
す
る
と
、
翌
七
八
年
に
中
国
人
民
大
学
に
入
学
し
て
経
済
学
を
専
攻
し
、
卒
業
後
に
は
中
国
社
会
科
学
院
大
学
院
で
哲
学
を
専
攻
し
た
。
そ
の
後
、
張
氏
は
中
国
社
会
科
学
院
に
職
を
得
た
も
の
の
、
八
九
年
の
六
・
四
天
安
門
事
件
に
遭
遇
し
て
、
人
生
が
一
変
す
る
。
張
氏
は
「
生
気
溌
溂
と
し
た
革
命
党
が
い
か
に
し
て
学
生
を
射
殺
す
る
屠
夫
に
変
質
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
決
意
を
固
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
だ
た
め
に
、
張
氏
は
要
注
意
人
物
と
見
な
さ
れ
て
、
昇
進
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
　
張
博
樹
氏
は
二
〇
一
〇
年
三
月
に
つ
い
に
中
国
社
会
科
学
院
か
ら
解
雇
を
申
し
渡
さ
れ
る
。
そ
の
直
接
的
な
要
因
と
は
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
人
権
弾
圧
を
批
判
し
た
り
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
と
会
見
し
た
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
張
氏
は
警
察
の
監
視
対
象
と
な
っ
た
が
、
幸
い
に
も
一
一
年
一
〇
月
に
米
国
に
移
住
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
書
は
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
講
義
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
九
つ
の
思
想
に
つ
い
て
　
本
書
は
、
現
代
の
中
国
社
会
に
影
響
力
を
有
す
る
主
要
な
九
つ
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
九
つ
の
思
想
の
内
訳
は
、
以
下
に
掲
げ
る
本
書
の
目
次
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
訳
者
ま
え
が
き
（
及
川
淳
子
）
　
分
裂
す
る
中
国
│
│
日
本
語
版
序
　
は
じ
め
に
　
序
章
　
思
想
お
よ
び
思
想
の
ス
ペ
ク
ト
ル
と
思
潮
の
衝
突
　
第
一
章
　
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
　
第
二
章
　
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
続
一
）
　
第
三
章
　
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
続
二
）
　
第
四
章
　
新
権
威
主
義
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第
五
章
　
新
左
派
　
第
六
章
　
新
左
派
（
続
）
　
第
七
章
　
毛
左
派
　
第
八
章
　
毛
左
派
（
続
）
　
第
九
章
　
中
共
党
内
民
主
派
　
第
十
章
　「
憲
政
社
会
主
義
」の
様
々
な
主
張
　
第
十
一
章
　
儒
学
治
国
論
　
第
十
二
章
　
紅
二
代
と
「
新
民
主
主
義
へ
の
回
帰
」
　
第
十
三
章
　
対
外
的
に
勢
力
の
強
ま
る
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　
第
十
四
章
　
結
論
　
わ
が
生
活
の
軌
跡
│
│
著
者
あ
と
が
き
に
代
え
て
　
解
題
│
│
現
代
中
国
に
お
け
る
思
想
的
根
拠
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
石
井
知
章
）
　
訳
者
あ
と
が
き
（
中
村
達
雄
）
　
註
　
参
考
文
献
　
九
つ
の
思
想
の
内
容
と
張
博
樹
氏
の
批
評
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
で
は
あ
る
が
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
張
博
樹
氏
自
身
が
信
奉
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
も
紙
幅
が
割
か
れ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
、
西
欧
流
の
民
主
主
義
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
憲
法
に
依
拠
し
て
市
民
の
権
利
を
保
護
し
、
公
権
力
を
監
督
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
張
氏
自
身
以
外
に
、
李
慎
之
氏
、
故
平
氏
、
厳
家
祺
氏
、
範
亜
峰
氏
、
徐
文
立
氏
、
封
従
徳
氏
、
周
舵
氏
、
王
天
成
氏
、
李
偉
東
氏
で
あ
る
。
も
っ
と
も
一
口
に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
言
っ
て
も
、
そ
の
目
標
と
な
る
民
主
政
体
の
あ
り
方
や
、
転
換
に
至
る
過
程
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
論
客
に
よ
っ
て
主
張
を
異
に
し
て
い
る
。
　
新
権
威
主
義
と
は
、
西
欧
流
の
民
主
主
義
に
賛
成
し
つ
つ
も
、
暫
定
的
な
独
裁
に
よ
っ
て
、
政
治
の
民
主
化
に
先
立
っ
て
、
経
済
の
市
場
化
を
推
進
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
新
権
威
主
義
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
蕭
功
秦
氏
、
呉
稼
祥
氏
で
あ
る
。
張
博
樹
氏
は
、
新
権
威
主
義
が
「
全
体
主
義
体
制
の
現
実
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
を
せ
ず
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
を
告
発
す
る
勇
気
が
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
　
新
左
派
と
は
、
資
本
主
義
に
批
判
的
な
立
場
を
と
る
欧
米
の
左
翼
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
中
国
も
そ
の
一
部
に
取
り
込
ま
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
を
批
判
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
新
左
派
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
汪
睴
氏
、
王
紹
光
氏
で
あ
る
。
張
博
樹
氏
は
、
新
左
派
が
「
国
家
統
治
の
具
体
的
な
領
域
で
積
極
的
な
創
意
と
主
張
が
不
足
し
、
独
裁
体
制
を
め
ぐ
る
討
論
と
批
判
で
は
白
紙
答
案
を
出
し
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
　
毛
左
派
と
は
、
毛
沢
東
が
晩
年
に
採
用
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
の
手
法
に
よ
っ
て
、
権
力
と
資
本
の
癒
着
な
ど
の
諸
課
題
の
解
決
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
毛
左
派
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
馬
賓
氏
、
張
宏
良
氏
、
甘
陽
氏
、
劉
小
楓
氏
で
あ
る
。
張
博
樹
氏
は
、
毛
左
派
が
「
現
代
中
国
の
政
治
、
社
会
の
暗
部
に
敢
然
と
挑
ん
で
為
政
者
を
批
判
し
て
い
る
」
点
で
は
、
新
左
派
よ
り
も
は
る
か
に
ま
し
だ
と
し
つ
つ
も
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
通
底
す
る
愚
昧
性
」
を
は
ら
ん
で
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。
　
中
共
党
内
民
主
派
と
は
、
か
つ
て
党
総
書
記
228
で
あ
っ
た
胡
耀
邦
氏
や
趙
紫
陽
氏
に
な
お
も
追
随
し
て
、
普
遍
的
価
値
に
賛
同
し
、
政
治
改
革
を
主
張
す
る
党
内
勢
力
で
あ
る
。
中
共
党
内
民
主
派
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
李
鋭
氏
、
謝
韜
氏
、
朱
厚
沢
氏
で
あ
る
。
張
博
樹
氏
に
よ
る
と
、
中
共
党
内
民
主
派
は
「
中
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
同
盟
軍
」
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、「
中
国
の
民
主
化
と
い
う
大
き
な
戦
略
か
ら
言
え
ば
、
体
制
の
内
外
が
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
転
換
を
推
進
す
る
こ
と
が
最
良
の
選
択
だ
」
か
ら
で
あ
る
。
　
憲
政
社
会
主
義
と
は
、
憲
政
を
肯
定
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
な
が
ら
も
、
漸
進
的
に
政
治
改
革
と
民
主
化
へ
の
転
換
を
推
進
す
べ
き
だ
と
い
う
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
近
い
主
張
も
あ
れ
ば
、
張
博
樹
氏
に
よ
る
と
「
党
＝
国
家
体
制
の
根
本
に
触
れ
る
勇
気
も
な
く
、
客
観
的
に
見
て
一
党
独
裁
体
制
の
新
た
な
論
証
を
形
成
し
て
い
る
」
に
過
ぎ
な
い
主
張
も
あ
る
。
憲
政
社
会
主
義
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
胡
星
斗
氏
、
王
占
陽
氏
、
華
炳
嘯
氏
で
あ
る
。
　
儒
学
治
国
論
と
は
、
中
国
伝
統
の
儒
学
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
制
度
設
計
を
行
い
、「
王
道
政
治
」
の
実
現
を
目
指
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
儒
学
治
国
論
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
蔣
慶
氏
や
秋
風
氏
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
蔣
慶
氏
の
主
張
に
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
要
素
が
見
出
さ
れ
る
が
、
張
博
樹
氏
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
儒
学
治
国
論
に
は
多
く
の
欠
陥
が
あ
り
、
現
実
的
に
全
く
通
用
し
な
い
」
の
で
あ
る
。
　
紅
二
代
が
掲
げ
る
「
新
民
主
主
義
へ
の
回
帰
」
と
は
、
毛
沢
東
が
一
九
四
〇
年
代
に
唱
え
た
新
民
主
主
義
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
と
資
本
の
癒
着
な
ど
の
危
機
を
克
服
し
、
党
の
支
配
の
基
礎
を
改
め
て
強
固
に
す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
紅
二
代
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
張
木
生
氏
、
劉
少
奇
元
国
家
主
席
の
子
息
・
劉
源
氏
で
あ
る
。
張
博
樹
氏
は
こ
う
し
た
紅
二
代
の
主
張
に
対
し
て
、
誠
実
な
一
面
や
改
革
的
一
面
を
認
め
つ
つ
も
、
「
認
識
上
の
巨
大
な
分
裂
に
陥
っ
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
　
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
従
来
の
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
奇
形
化
・
膨
張
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序
を
再
構
築
し
、
米
国
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
、
新
し
い
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
客
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
Ｎ
Ｏ
を
言
え
る
中
国
』
や
『
不
機
嫌
な
る
中
国
』
の
著
者
た
ち
、
前
出
の
劉
源
氏
、
羅
援
氏
、
閻
学
通
氏
で
あ
る
。
張
博
樹
氏
は
、
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
「『
党
＝
国
家
の
中
興
』
と
『
紅
色
帝
国
』
勃
興
の
民
間
の
シ
ナ
リ
オ
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
習
近
平
政
権
の
「
中
国
の
夢
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
共
鳴
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、「
中
国
政
治
の
ゆ
く
え
に
深
く
影
響
し
て
い
る
」
と
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
　
な
お
、
第
十
四
章
の
「
結
論
」
で
は
、
九
つ
の
思
想
の
座
標
軸
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
江
沢
民
政
権
や
胡
錦
濤
政
権
の
前
期
ま
で
は
、
党
の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
座
標
軸
の
中
間
点
に
据
え
る
と
、
左
側
に
紅
二
代
に
よ
る
「
新
民
主
主
義
へ
の
回
帰
」、
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
新
左
派
、
毛
左
派
が
位
置
し
、
右
側
に
新
権
威
主
義
、
中
共
党
内
民
主
派
、
憲
政
社
会
主
義
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
位
置
し
て
き
た
（
な
お
儒
学
治
国
論
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
座
標
軸
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
）。
　
し
か
し
、
党
の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
胡
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濤
政
権
の
後
期
か
ら
左
に
移
行
し
始
め
、
習
近
平
政
権
の
登
場
に
よ
っ
て
本
格
化
す
る
と
、
座
標
軸
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。「
三
左
合
流
」、
す
な
わ
ち
「
官
側
の
「
左
」
と
い
う
正
統
性
は
、
民
間
に
お
け
る
毛
沢
東
左
派
、
新
左
派
と
一
致
し
て
歩
調
を
合
わ
せ
る
」
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
当
局
は
「
穏
健
な
リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
界
」
さ
え
抑
圧
す
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
全
面
的
に
否
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
読
後
感
　
最
後
に
、
筆
者
の
読
後
感
を
記
し
て
お
き
た
い
。
目
下
の
と
こ
ろ
日
本
に
と
っ
て
の
喫
緊
の
課
題
と
は
、
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
憑
依
さ
れ
た
中
国
の
脅
威
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
張
博
樹
氏
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
こ
そ
が
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
解
毒
剤
で
あ
る
と
し
て
、「
国
民
国
家
の
面
で
は
、
中
国
の
リ
ベ
ラ
ル
派
は
（
中
略
）
真
実
で
偽
り
の
な
い
新
人
類
文
明
観
と
世
界
平
和
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
主
義
的
原
則
を
唱
道
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
中
国
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
内
政
に
お
け
る
民
主
主
義
と
外
政
に
お
け
る
平
和
主
義
を
セ
ッ
ト
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
私
た
ち
日
本
の
市
民
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
悟
る
だ
ろ
う
。
憲
法
九
条
の
理
念
に
則
っ
て
、
軍
事
力
や
日
米
同
盟
に
深
く
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
中
国
の
脅
威
に
対
処
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
以
外
に
有
効
な
方
策
が
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
。
　
ま
た
、
筆
者
は
僭
越
な
が
ら
、
張
博
樹
氏
に
対
し
て
一
つ
注
文
が
あ
る
。
本
書
を
通
じ
て
、
張
氏
が
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
同
盟
軍
と
し
て
実
質
的
に
評
価
し
て
い
る
の
は
、
中
共
党
内
民
主
派
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
が
見
る
と
こ
ろ
、
儒
学
治
国
論
も
同
盟
軍
に
な
り
得
る
。
例
え
ば
蔣
慶
氏
は
「
議
会
三
院
」
を
唱
え
る
が
、
少
な
く
と
も
三
院
の
一
つ
で
あ
る
「
庶
民
院
」
に
つ
い
て
は
、「
議
員
は
西
欧
の
民
主
政
治
に
お
け
る
議
会
の
選
出
規
則
と
過
程
に
従
っ
て
選
出
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
張
博
樹
氏
は
、
儒
学
治
国
論
が
今
日
ま
で
当
局
か
ら
弾
圧
を
被
っ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
「
過
度
に
空
虚
で
、
現
実
と
な
る
可
能
性
が
絶
対
に
な
く
、
そ
の
た
め
統
治
者
か
ら
脅
威
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
」
な
い
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
確
か
に
「
議
会
三
院
」
の
う
ち
、「
通
儒
院
」
が
儒
学
者
、「
国
体
院
」
が
歴
代
聖
賢
・
君
主
の
末
裔
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
蔣
慶
氏
の
主
張
な
ど
は
、
空
虚
極
ま
り
な
く
、
非
現
実
的
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
全
面
的
に
抑
圧
さ
れ
て
い
る
今
日
の
中
国
の
言
論
空
間
に
お
い
て
は
、
儒
学
治
国
論
の
空
虚
で
非
現
実
的
な
主
張
で
さ
え
貴
重
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
張
博
樹
氏
は
党
の
「
統
一
戦
線
」
に
倣
っ
て
、
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
く
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
、
儒
学
治
国
論
を
も
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
同
盟
軍
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
西
欧
諸
国
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
に
倣
っ
た
儒
学
民
主
主
義
の
確
立
に
向
け
て
、
そ
の
理
論
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
日
、
儒
学
は
ル
ネ
サ
ン
ス
を
迎
え
、
民
間
人
だ
け
で
な
く
、
党
の
要
人
に
さ
え
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
中
国
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
世
俗
主
義
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
や
は
り
中
国
社
会
で
多
数
の
支
持
を
得
る
た
め
に
は
、
儒
学
と
折
衷
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
